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研究成果の概要（和文）：ホームレス支援が居住福祉支援であることをメインの研究対象としてきたが、福祉依
存の度合いが強いことを解消するために、就労とハウジングを結び付けた新たな働き方、住まい方の提唱を、も
うひとつの基底のセーフティネットとして位置付け、それを実証する研究である。特に寮つき派遣業者が提供す
る社員寮や借り上げ住宅の役割を、建設業から広く製造業、第一次産業に拡げて、そのセーフティネット的機能
を明らかにした。モバイルな就労とモバイルな居住という新しいコンセプトとの提案を行った。この領域におい
て技能実習や特定技能の在留資格を有する外国人の実態調査を極めて親近性があることが判明し、今後の研究の
必要性も明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The main object of our research has been to support homelessness as housing 
welfare support, but in order to resolve the strong degree of dependence on welfare, we attempt to 
position the advocacy of new ways of working and living that link employment and housing as another 
basic safety net, and demonstrates this as such. In particular, the role of employee dormitories and
 rented housing provided by temporary employment agencies with dormitories was extended from the 
construction industry to the manufacturing and primary industries at large to clarify their 
safety-net function. A proposal was made for a new concept of mobile work and mobile residence. A 
survey of the actual situation of foreigners with technical training and specific skill status in 
this area was found to be extremely relevant, and the need for further research was also identified.

研究分野： 人文地理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
少なくとも寮付き派遣業社がセーフティネットとして不安定居住層に対して機能していることは事実であるが、
そのための社会的認知が得られているとは言い難い。むしろ福祉業界においてはこの業界を避けてきた傾向が強
い中、一部の生活困窮者自立支援の機関において派遣業を利用することが多くなり、また逆の事態も進行してい
る。まずは積極的にこの実態を明らかにするのが急務であることは間違いない。その意味で時宜にかなったアド
ボカシー的研究であるとともに、業界のサービス改善や効果的な政策や啓発、そしてキャリア開発、能力開発、
外国人雇用と重大な課題への実践的な関わりを、先頭を切って明らかにする研究となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

従来の福祉や住宅施策の脇役にいた脱ホームレス支援が、近年ハウジングのセーフティネッ

ト構想の中で注目を浴び、法律整備とハウジングの供給が一挙に始まった。本研究は、定住概念

に対置する形で、図 1 で描いたように「暫住、暫居」という概念を導入し、その受け皿の中間ハ

ウジングをサービスハブという機

能で整理した。社員寮・飯場のサー

ビスハブ化を通じた社会化の可能

性の追究、就労困難層への就労支

援や、仕事創出を含めた社会的就

労の開発、非稼動層への日常生活

支援を、サービスハブの概念のも

とに見える化した。都市の最後の

ハウジングセーフティネットの地

理的集中か分散かという、都市空

間構造とセーフティネットの望ま

しい関係のあり方を提示した。 

 

２．研究の目的 

福祉や居住施策の主流からは脇役であった脱ホームレス支援が、現在ハウジングのセーフテ

ィネット構築において俄然注目を浴びている。図 2 でもリスト化しているが、中間ハウジング

と我々が呼ぶセーフティネットは、それへの需要が高まる中、類似の住宅を、仕事から福祉まで

多様なニーズを有する層に、NPO の支援やマネ

ジメントの各々の流儀によるサービスが行われ

ている。研究目的は、仕組み形成に関わる支援組

織に伴走するリサーチを実践しながら、迅速果

敢にこうした混乱状況にある実態を把握し、

EBPM に基づく提案や調整や合意形成を図るこ

と。学術的には定住概念では作りこめない「暫

住、暫居」のアイデアと、サービスハブという概

念の有効性を問うこと。さらにこうしたサービ

スハブの配置を通じて、都市の最後のハウジン

グのセーフティネットが地理的にどのように張

られるのか？集中か分散かという、都市の空間

構造とセーフティネットの望ましい関係のあり

方を追究することにある。 

 

３．研究の方法 

4 つの調査対象を設け、それぞれにおいて研究代表者、分担者、研究協力者の配置により調査

の分業を行った。それぞれの調査対象と調査実施内容については、図 3で描いているように、利

用層の労働稼動力の高低と、ハウジングを介した支援の多少でできる 4 象限マトリックスで、4

つの利用者増の象限が配置された。この象限毎に調査内容を概述しておく。 

第 1に、Ⅰ象限については、現状は非支援層でありセーフティネットにまだ包摂されていない

稼動層が対象となった。初年度から継続しての取り組み課題となり、アウトカムとしては職住一

体化した社員寮のサービスハブ化を通じた社会化の提案を行った。今後増大する外国人労働者

の受け入れも含め、中身の不透明感やグレイな状況を少しでも見える化することは、今後の日本

図 1 定住から暫住、暫居の遷移の見取り図

図 2 セーフティネットに関連す

るハウジングのリスト 



の労働環境を整除化する意味でも

非常に重要なタスクとなっている

ことが判明した。 

第 2に、Ⅱ象限に位置し、稼働能

力がありながら就職困難や持続し

ない層への就労支援や、Ⅳ象限に位

置する稼働能力が低いが生活自立

できる層への社会的就労をセット

にしたセーフティネット導入の提

案である。 

この調査は、誰が不安定居住者か

という、政策のターゲットを確定す

るための基礎的資料ともなった。前

者の就労支援については生活困窮

者時・ホームレス自立支援システ

ム、すなわち新しい一時生活支援事業のバックアップ事業ともなった。この調査も初年度より取

り組んだ。後者については、社会的就労機会の開発であり、従来のホームレス自立支援センター

のトータルシステムを更新し、新しい中間ハウジングの立て付けをソフト面で強化する調査と

もなった。2年度目から調査を開始する予定であったがコロナ禍で十分には調査が進まなかった。

基本的には就労支援とセットになる新しい仕事と福祉とハウジングのセーフティネット構想に

つながる部分となったが、この部分は従前には調査設計通り進まなかった。 

第 3に、Ⅲ象限に位置する必ずしも就労には繋がらないが、今後増大し続ける単身高齢者や生

活困窮者の日常生活支援を実践する中間ハウジングのサービスハブ化の提案である。主に、生活

保護法下で動く新たな立て付けである、日常生活支援施設のソフト面、ハード面でのバックアッ

プ調査となり、これも次年度に調査をスタートした。 

そして、全体的なアプローチとして、中間ハウジングの建物形態と地域での分布の広がりの

GIS を利用した地理的検討をおこなった。迷惑施設論（NIMBY）との関連する支援の拠点立地の

忌避にも遭遇するが、都市における最後のセーフティネットの存在の地理的あり方も検討、提案

した。集中が望ましいのか分散がよいのか、このあたりの方向性は、都市それぞれのロカリティ

に依拠することになった。最終年のタスクとなったが、GIS 地図を用いつつ、支援 NPO や役所、

住民とのワークショップも企画し、実施の一歩手前まで準備が完了した。 

 

４．研究成果 

本研究の最大のテーマは、「福祉による包摂」に加えて新たに発見した「就労による包摂」と

いう、仕事・居住・福祉の三機能が補完しあうであろうそのメカニズムを明らかにすることにあ

った。生活困窮自立支援の窓口から派遣仕事をつなぎ先として生活支援がある程度充実してい

る企業への訪問ヒアリングや、農業部門での調査を精力的に行った。またコロナ禍の直撃を受け

た生活娯楽産業における「就労による包摂」の実態も盛り場において実施した。ここから生まれ

たコンセプトが、「モバイルな就労」と「モバイルな居住」という新しい働き方であり、その可

能性を探ることが、「就労による包摂」の新課題となった。 

さらにもう一つの「就労による包摂」は、これは最終年度の調査の中で発見したことであるが、

外国人の「特定技能」という在留資格所有者が、今後日本で定住していう過程において、「就労

による包摂」が正しくキーになっていることと結びついたことにあった。そのサービスを提供す

るのが登録支援機関であり、伴走型支援の典型であることから、急きょこちらも調査対象とする

ことになった。 

過年度の課題であった、「就労による包摂」が新しい働き方としてモバイルな就労が、キャリ

ア形成として貯めとなっているのか、どういう能力形成が可能であるのか、そのためにどういう

図 3 福祉とハウジングと就労のサービスハブの４象限 

←要支援 



職業開発が必要なのかを、北海道のある地方都市における水産加工業を中心とする派遣業者寮

で就労しながら参与観察を実施し、この課題の検討を始めた。その結果として 2割程度の層がこ

のモバイルな就労を自らの人生の享受の一環、ステップアップ、趣味の充実と絡めていたこと、

しかし企業側においては、キャリア開発はもとから想定しておらず、第 3者機関によるこうした

システムが必要であるという認識に至った。これは歴史的には外国人の技能実習制度において

この仕組みは内在化されており、今後の調査課題となった。 

このように、当初設計で調査を始めたが、コロナ禍と帰れない外国人層に出会うことにより、

新たな課題と、それをコンセプトとし、調査設計を再度ブラッシュアップするという刺激的な作

業が続くことになり、継続して新たなデザインでの調査が必要となったことを付言しておく。 
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